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研究成果の概要（和文）：歴史・文化遺産のディジタルアーカイブにおいて国際間の協力や異分

野融合を効果的に行うスキームについてシルクロードを例にとり実証研究を行った。地震で破

壊されたイランＢａｍ城塞の 3次元 CG-VR復元、シルクロード貴重書のディジタル保存、世界

遺産の今昔写真や古地図の幾何補正による歴史参照、スマートフォン等を用いたシルクロード

文化遺産の検索・投稿可能な Web サイトの構築を行った。国際間にまたがる異分野の専門家が

実際の文化遺産を使って評価した点に意義がある。 

 
研究成果の概要（英文）：The research on international collaboration scheme of digital 
archive of historical and cultural heritage was conducted. The3DCG-VR reconstruction of 
the Citadel of Bam destroyed by the earthquake, digital archive of rare books of Silk Road 
and geographical analysis of old and current map was performed and demonstrated by 
Digital Silkroad Web sites. Experimental trial of international collaboration of different 
domain experts were verified by using practical model. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・図書館情報学・人文社会情報学 
キーワード：ディジタルアーカイブ、シルクロード、３DCG, メタデータ、オントロジー 
 
１． 研究開始当初の背景 
歴史・文化遺産のディジタルアーカイブにお

いて、国際間や異分野間の協力は必須である

にもかかわらず、現実には困難なことが多い。 

本研究では情報学と人文科学、建築学など異

なるドメインの専門家が国際協力してディ

ジタルアーカイブをするフレームワークと

スキームについてシルクロード文化遺産を

例として実証評価を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究では歴史・文化的遺産をディジタル保
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存し、異分野の専門家の間で多様に活用でき

る枠組みと手法を確立することを目的とし

た。具体的には、シルクロードに関する写真、

映像、調査資料、文献・書籍などを対象とし、

歴史的な貴重書や文化遺産をマルチメディ

ア・ディジタル保存し、破壊された文化遺産

の 3次元 CG-VRモデルを構築して、後世に継

承するとともに将来の物理的な復元に役立

てることとする。同時にＷｅｂサイトで広く

世界に向けて発信する。 

 

3. 研究の方法 

情報学と人文科学、建築学など様々な専門家

が協力してディジタルアーカイブをしやす

い参照モデルを作り、これをベースにして各

機関の専門家がシステム構築をし、国際連携

して目的を達成する。 

 
４．研究成果 

(1) ディジタルアーカイブの国際コラボレー

ションスキーム実証研究の対象として、地震

で破壊されたイランのBAM城塞の3次元仮想復

元を行った。過去の破壊前の写真等を用いて

AutoCADによる３次元参照モデルを作り（図

１）、これをベースに日本、イラン、フランス

の異なる機関の専門家が３DCG-VRモデルを構

築（図２）した。開発した3DCGモデルとQTVR

によるWalkthroughモデルをNHKが２０数年前

撮影した地震前のフィルム映像と比較し、極

めて高い精度で類似していることが実証され

た。 

(2) イランのBAM城塞の3次元仮想復元に使用

した写真等のコンテンツと3DCG復元で作成さ

れたモデルのデータベースをオントロジーの

概念により構築し、誰がどのデータを使って

何を作ったか等のリレーション、データ情報

をWebサイトで発信している。 

(3)シルクロード探検隊が作成した地図を幾

何補正して各地における地図の誤差を評価す

ることで、古地図を現代地図と比較しながら

参照利用できるようにした。 

(4) DSR Imaginary Museumのクロノロジカル

MAP を用いて、最近急速に普及し始めたスマ

ートフォンやタブレット端末で いつでもど

こでも利用者のニーズにあったコンテンツ

の検索・投稿・作成のできる手段を開発した。 

 

図１:AutoCAD による３次元参照モデル 

 

 
図 2: ３DCG と VR による３次元復現 

 

(5)大英図書館（The British Library）の国

際敦煌プロジェクト（IDP:The International 

Dunhuang Project）とシルクロード探検家

Stein の探検記の OCR テキストの XML 化をし

て、DSR と IDP双方のデータベースから原文

をアクセスできるようにする共同作業を進



めたが、ネイティブの誤りチェックに相当の

時間が費やされ、計画を中止した。 

(6)本研究のホームページであるディジタル

シルクロードのＷｅｂサイトに新しい研究

成果を取り入れて拡張し、現在ではアクセス

頻度の高いＷｅｂサイトとなっている。 

(7) 成果の内外における位置づけ 
本実証研究の具体的な対象として地震で破壊

されたイランのBAM城塞の3次元仮想復元を選

び、本プロジェクトが唯一総合的な取り組み

と成果を達成していることが学会や新聞で発

表され、ＮＨＫ等でも放映され広く認知され

ている。 

 (8) インパクト 

Ｂａｍを選んだことは、本テーマに関連する

課題を検証するのに効果的であった。先駆的

かつ総合的な実績をもつプロジェクトとして

Bamの関係者に大きなインパクトを与えた。 

(9) 今後の展望 

現在急速に発展しているCloud Computingや

Smartphone, Tablet端末をツールとして包含

すれば更なる進展が期待されよう。また、地

震で破壊された歴史・文化遺産の震災前の姿

への物理的な復元にも本研究の成果の活用が

期待される。 
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ホームページ等 

ディジタルシルクロード 

http://dsr.nii.ac.jp/ 

BAM 3DCG  

http://dsr.nii.ac.jp/Bam3DCG/ 

DSR Imaginary Museum クロノロジカル MAP       

http://dsr.nii.ac.jp/imdsr/ 
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